
掲載数 15

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 中１ その他 熱中症予防

　体の中の水分の役割を知り、熱中症を予防するための正しい水分補給を理解し実践する
ことをねらいとして実施した。体内の水分損失量によって生命の危機につながることや、
食事からも水分がとれることを知り、健康に過ごすためには水分補給のタイミングや内
容、量について学んだ。
○食育の視点
【食事の重要性】（知識・技能）【心身の健康】（思考・判断・表現）（主体的に学習に
取り組む態度）

栄養教諭・養護教諭

2 川崎市 中２ その他 成長期の食生活

　生きていく上で、成長について切り離して考えることはできない。また、成長には正し
い食生活が深く関係している。成長期に必要な食生活について正しい知識が大切であるこ
とを理解し、将来にわたって健全な食生活を実践していこうとすることをねらいとして実
施した。給食をはじめとした食事や成長期に必要な栄養素について知り、将来につながる
食生活について考えた。
○食育の視点
【食事の重要性】（知識・技能）（思考・判断・表現）【心身の健康】（知識・技能）
（主体的に学習に取り組む態度）【食品を選択する能力】（知識・技能）

学級担任・栄養教諭

3 川崎市 中複合 その他
・防災教育
・道徳教育

　本校では毎年、防災訓練を３回行っているが、今年度はコロナの感染拡大予防の措置が
あったため、防災訓練は２回しか実施できなかった。テレビで実施し、校長先生から安全
についてのお話をしていただいた。子どもたちにも真剣に聞いていた。さらに、防災教育
担当からも話があり、防災教育について指導することができた。その他、保健体育・社
会・理科・国語・家庭科・英語などの授業で、「命」の大切さについて各教科担任から授
業中に講話がされている。昨年度よりも教科内の話が増え、災害があった時に何をするべ
きかを多く学ぶことができていた。
　今年度も道徳教育で「命」について授業を確実に行った。コロナウィルスの拡大予防と
いうことも視野に入れて話し合いをさせた。昨年度も話し合いをしているため、意見交換
は活発に行われた。

・校長と防災教育担当の
講話。保健体育の保健分
野で教科書を使用。社会
科で資料集。国語科・家
庭科・英語科は教科書の
教材を使用。
・道徳の教科書を使用。

4 相模原市 中２ その他
人権教育「人権
作文読み聞か
せ」

　世界人権デーに合わせ、朝の会前の10分間を利用し、過去に表彰された人権作文の読み
聞かせを行った。毎年、担任が読み聞かせを行っていたが、今回は事前に録音した朗読を
流し、人権作文を聞いてる生徒の観察ができるようにした。たくさんの人権の事例につい
て学ぶことができた。

第39回全国中学生人権
作文コンテスト中央大
会入賞作文集

令和３年度　いのちの授業　事例集（中学校）【その他】



5 相模原市 中複合 その他
防災訓練（４
回）

　地震・火災などに自分自身の身の安全を確保する方法を考えた。 防災テキスト

6 横須賀市 中複合 その他
コロナいじめに
ついて

　新型コロナウイルス感染症の拡大によって様々な制限が加わり、子どもたちの心に大き
なストレスがかかった。それらのストレスで余裕がなくなったとき、「相互に疑い、監視
し合うような関係になってほしくない」、「悪いのはその人ではなく、未知のウイルスで
ある」、ということを正しく理解してもらうためにこの取り組みを行った。なぜコロナを
怖がるようになるのかについてその心理的背景をわかりやすく説明し、困ったときの助け
の求め方についても指導した。

国立成育医療研究セン
ターのホームページを
参照した。

7 湘南三浦 中複合 その他 防災教育

　女川町では被災当時の小学生が中学生となった時に、地域の方と協力して、命を守るた
めに自然災害伝承碑を後生に残す活動を行った。
　この女川町での取組について、全校集会での校長の講話で取り上げ、生徒一人一人が講
話を聞いて感じたこと、考えたことを感想文にまとめた。

校長　全校集会での
講話とその後の感想

8 県央 中複合 その他 交通事故防止
　本校では年5回、帰りの会を活用して、担任による自転車交通安全指導を行っている。
標識の意味や交通ルール・マナー等の正しい知識を習得すると共に、自転車の安全運転が
交通事故を大幅に減少させ、自他の安全・安心と命を守ることにつながることを学んだ。

全校生徒対象
自転車交通安全用教材
「チリリン・タイム」
神奈川県警察本部交通部
交通総務課

9 県央 中複合 その他 世界人権デー
　人権週間の朝読書の時間に人権に関する詩や作文を朗読した。いじめや貧困問題を通し
て、かけがえのない命についての考えを深めた。

全校生徒対象
朗読の原稿は、校内人権
担当が作成した。朗読
は、演劇部員が行った。

10 県央 中複合 その他 防災教育

【避難訓練等】全校生徒を対象に実施。
４月：予告あり、学活の時間、避難経路の確認
７月：生徒への予告なし、昼休み、危機管理課と連携
10月：地震を想定した命を守るチェックカード配付と指導
１月：教員・生徒への予告なし、休み時間
【大和消防署との連携】２年生対象
12月：AED
３月：スタンドパイプ

全校生徒を対象



11 県央 中２ その他 性の情報教育

　本校においては、多くの生徒がスマートフォンを所有し、また日常的にSNSを利用して
いる現状がある。それらを踏まえ、SNSを利用する際の危険性や注意事項がまとめられた
DVD「taps～その指先が導く危険～」を各クラスで視聴した。その後、学級ごとに話し合
い活動を行い、SNSを利用する際に注意したいことや守りたいマナーについての考えを深
めた。「便利なものだからこそ、SNSを正しく使いたい」、「SNSアプリを利用する際に
は、相手がどのように感じるか考えて言葉を選びたい」という考えが、多くの生徒から挙
げられた。

・DVD「taps～その指
先が導く危険～」
＜警察協会＞

12 中 中３ その他

平塚市思春期
講座
「自分の身体を知
　ろう」
「大切な命」
「体験学習」

　講義では、思春期の男女の身体の特徴、性交が及ぼす影響、命のつながり、乳児の生
活・育児についてお話をいただいた。特に命のつながりに関しては、自分自身の身体を大
切に思うこと、相手の身体を思いやることにも触れていただいた。体験学習では、妊婦
シュミレーターを用いて妊娠中の女性の身体を体験し、沐浴人形を用いておむつ交換や
抱っこの仕方を学んだ。妊娠することの大変さ、赤ちゃんをお腹で育てることの責任の重
さを実感した。また、性感染症の感染の広がりについて、感染ゲームを通してイメージを
させ、予防についての意識付けをした。

講師は、助産師、保健
師。平塚市健康課の事
業として行っていただ
いた。

13 県西 中複合 その他
道徳教育
「たった一つの
命だから」

　自らの命について深く考えることが難しい年代の生徒たちに、16歳４か月で人生を終え
た神奈川県内の生徒の生涯を紹介し、精一杯生きることの大切さについて考えた。本生徒
が左手で年賀状に書いた「たった一つの命だから」に続く言葉を一人ひとりが考え、各学
級で発表し合い、意見交換を行った。この学習から命の有限性、連続性、偶然性、神秘性
などについて発展させ、理解を深めることができた。

参考資料は
「運動の歴史」
（特定非営利活動法人　
たった一つの命）
全学年、同一資料で扱っ
た。同じ中学生の生涯とい
うことで、生徒は真剣に考
えていた。

14 県西 中複合 その他

道徳教育
「迫る炎　母は
どこ　少女は叫
び続けた」

　兵庫県南部地震が発生して27年が経過した。今の中学生はこの地震のことを知らない世
代である。これまでに経験したことのない直下型地震、最大震度７、死者は6443名にの
ぼった。
ひしゃげた小さな鍋の中に10個の骨を入れ、遺体安置所でたたずんでいる少女の姿を記録
したある警官の手記を通して、各学級で生命の尊さを考えた。

参考資料は1995年３月17日読売
新聞夕刊
全学年、同一資料で扱った。
１年生は地震の学習と関連させ
ることができた。また、３月に
は東日本大震災と関連させるこ
ともできる。

15 県西 中複合 その他 LGBTQ

　性的マイノリティーについて、有名人の方たちを例にLGBTQなどの区別の仕方や当事者
の方たちが困っていることを中心に、動画等の資料を使った講話を行った。また、当事者
の方への適切な声かけや接し方についても具体的に学んだ。講演を通して生徒たちは、性
の表現について学び、困っている方への接し方や対応を考えていた。なお、感染症対策の
ため、３学年のみ、体育館にて講師と対面で行い、１、２学年の生徒は各教室でリモート
で実施した。

講師：（認定）特定非
営利活動法人　　　
SHIP　代表


